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’北海道十勝興産黒鉛鑛の選鑛法に鯛する研究

　　　　　　　　　　敏　　授　高　桑　　健

　　　　　　　　　　大畢院墨生　大　津．武　雄　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽゼ　　　AStudy　On　Some　Drc＄si1】g　Mcthods　For　a

　　　　G帥11it・0・e　Min・d　AセT・kachi，　Hqkk・id・

　　　　　　　　　　　　　　Il’rof，　Takcf　hi　’1”akaku“’R，　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tal〈eo　（），　tsv．

　　It　is’　reporte’d　some　expeyimeRtal　results　of　flotatlon，　Trent　process　and　a　leaching　method　with

fluoric　acid．　A　product　with　a　grade　ef　81，0／o　carbon　is　eaFily　recovered’by　two．　meehbnical　means

above　mentioned．　This　grft，　de　can　be　raised　to’　9．79t7’　carbon　by　the　leachin．cr　method．

　　此の離石の黒鉛は加納岩山に豆歌の黒色斑顯｛1になって捕獲岩魚に存在してみて，黒鉛としてρ

性質は粉歌であって土歌のものではない，石部は主として石英，長石であって，轍樫岩，紫蘇輝石，

非線角閃石，方解石，板温石磐を随嘉する．前記豆欣の黒色斑黙は肉眼納には凡て黒鉛の様に見え

るが多くは黒鉛の闇に渦巻歌，或は不規則な形で長石，石英等が爽腐してみる。

　　代表酌酒石の鑛業分析は次の通りである．

　　　　　　　水　　　分　　　　　1．0％

　　　　　　　揮　i獲　分　　　　　4．0錫

　　　　　　　r菅1定炭素　　　　　　　　18．5％　　卜

　　　　　　　荻　　　分　　　　76．5％

　　そ蕨分の分撚妹の脚である・．　　　・　　　、　　・
　　　　　　　　　　　　　　　第1表次分の分析表

　　　　域分i明・陣Fe・・い・9…　．い烹・
　　　量・％）’　i　6S・・’5・＆14・35’い・8聯…痕跡有有

　　試験用原鑛を次の様な系統で檸き，

行つk・

　　　　　　　　t
1．分　粒　分　析

　金野が48メツシを通る様にした勇のについて分粒分析を
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　　　　　小型露台機
　　　　　　is
　　　　　試料磨据ζ機　　　　　，

1…圭・錦
　　　しtt　　　　　“↓
　十48メツシ　　一一一48メツシ

　　　1

高桑　　健・、大津武雄

　　箪2表に分粒分析の結果を示した．

　　　この表に明かな様に，黒鉛の方が眉部に比較すれば粉化

　し易い，三下に見れば黒鉛は細・粉であって，箪膿分離は不可

能ではないが，相応細かく陣かねばならないことが認められ

　る・．

第2表分粒分析結果’

　　　　　　大　　さ　　（メツシ）
1’llli．g？H］iiT　1－6s　l一．t／一一io5’II’iiilfl．i．lgldlllifo’o一’一isg　i　io’一．tJFI，／60’1’lli／lgg：：’eo一一ttol．tl　illlgliiii25”6’2’b’651．ll［1’iuaii”’S’66 ギー一．一‘
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　　　　　　　　　　　　　　　　’2．津選　試験

　　分粒分析を絡つだ試料を用ぴて転借試験を行つ疫．試験機は150gmのM－S型試験機である．

試験に用ひた浮動漉は次の23種である。　　　　　　’

　　（1）石油，（2）白色樟臓油，（3）GNSパ孝ン油，（4）青木製パイン油，（5）Risorパイン油，（6）Du－

Pont：B一・22，（7）同：B－23，（8）同：B－24，（9）同8－25，　GO）タービネオール，　（11）クレゾpsル，（12）高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ砂淳鑛油，，（13）青化フPt　・一・卜，（14）日鑛起泡油，（15）クレオソート，（16）アニリン，（17）キシロ　・・

ル，（18）シネfr　Hル，（19）メチルアルコr・ル，（20）エチルアルコールs．（21）プPtビルアルコール，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）ブチルアルr’　”ル，（23）アミルアルコール．　「　　　　　　　　　　　　　　一

　“試験の結果浮選民の種類によって二三量は原鑛の3％乃至33％’の開に墾動し，DuPont　B－23，

日門門泡油，シネオーールは浮鑛量が多V”v・■浄鑛㊧品位（炭素含有…率）はH鑛起泡油の5α1％が最：低で

あり，エチルアルコ　・一ルの’68．6％が最：高である．浮鑛品位65％以上のものはタレゾPtル（65．3％），

クレオソート（65・7％），プロビルアルコ　・一ル（66・1％）・ア＝リン（662％）・青化フn一ト（66・5％），ア

ミルアルコール（66．8％），ブチルアルコーλ（67．1％），メチルアルコール（67．8％），エチルアルコ…一

ル（68・6％）である・　・　　’t　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　tt・

　　次に炭素實牧…率は最低は青化フPt　・一トの9．5％であり，最：高はアミルアルコールめ80．8％であ

る．實牧率65％魔を示すのはシネオー・・（67．3fOoi），日面起心慮68・2％），D・P・・tB－23（753％）・

アミルアルコール（80．8％）である．　　　　　　　　　　　　　　・

　　浮鑛晶位及び實糖§に於てアミルアルコールが夫々66・8％，80・S％であって極めてよい温温を

示してみるのが目立ってるる．　　　　　　　’　　　　　　　　　刷　　　　　　　　　　　・．

＋浮遡の條件は水濫150C，水量600　cc・三石量1509恥・浮選剤量はメチ・レアルコール・エチル
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドアルー・ブ・ピルア㌍一…プチ・げ・レ・、骨の蛯は夫肩・…／ち465・／ち266・／ち266

9／tであり，他t・X　V，つれも100・9！亡である．礎秀鰍績を剥．たアミ・げ・v”一ルは100離の使用

量である・艀鱗臨画1鰯齢醐合でも藩閥と　　第3表瀦ゆ分粒分析
した，

　　浮鑛の分粒分粉の1例を示せば第3黍の様であ

る．これはDnPo1葺B－23を用ぴ〉セ場面で浮鑛量は33

％，嘆息品位は54．2％C，炭素實牧率は75，3％である．

　　こz表に明かな様に3疑りメツシ以下の部分で選

別が著しくよくなる．叉200メツシを境界として品’

位に大．きな差が認められる．　これらの羅iから少なく

とも20（1メツシ以下紀砕くのがよV・と考へられる．

　　浮題iに於ける精選の効果を見るために品雛60％
　　　　　　　嫡
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3．oor
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cの腿腿騰祉？て野ミアル’門ノ酬ぴて腿灘鮪つ赴ころ・鑛液激彊嚇
2孚鑛r貼位は62％C盈こしかならなかったが．200メツシ以下100％に檸V・た後に鑛液濃度40：1とし

て同様にアミルアルコP一ルを駕ぴて漂澱を行ったととろ77％Cに上昇した。

　　浮野に際して？Hの影響は認められない．硅酸ソ・・一ダ添加も影響がない．

　　浮野灘鑛の」蹴CO％Cめものを50　gmとり・900・・の水と共躍沸して蘭に灘硫も

のを探糊し旋ところ，平削率は極ゆて低く【湧題外であるが，そのli融は81％であっ允．　この品位

は次に蓮べるト臥シト法の糧鑛品偉とぼぼ一致k．てるる．　　　　　　　　　’　、　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　トレン熱法論駿

　　品位60％Cの浄選磁精鑛←48メツシ100％，一200メツシ85．0％）50gmをとり，400　cc．の水

中に入れて20分閥慶面しで十分滞らした後に石油を35c¢加へ・　2分後に28メツシの金網上に全

内容物をφけて網上産物を集め，溝水を以てよ！く洗瀞し乾燥したる後分析し光ところ，その品位は

81％Cで，その量は40gmであった。拶τ謂アマルガムは径約3mmの粒釈であった．油の使用量を

減じて27ccとし疫ところ品依ほ82％Cに上り，量は35　g澱に下った．　　　　　　．

　　次に同じ浮選粗転遷綿球60％C）を一100メツシ100％に陣いて嗣様な試験（量50　gm，油量

27cc）を行ったところ浄鑛壁は36　gm，　lfll位は83％Cとなつ疫．

　　とρ83％C醇齢齢面一20。メツシ1eo％に幽鋼棒繊（1量　50gm，　～徴量　27　cc）

を行ったところ量は40gm，品位は85％Cとなつだ・これらめ亀手昂位をさ嚢に行つ允浮澤の試瞼

の結果と比較すれば殆んど同じ程慶と見得られる．資施上に本法には油の使用量が多V・といふ短所

がある，

E
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　　　　　4．　弗酸浸出試験

　　試料量1gm，弗化水素（50％溶液）5ccを

とり，鉛製増塙中で浸娼試験を行つ陀ところ，

次の様な結果を得た．

A　56％Cの浄選粗精鑛を100メツシで鋼け，

十100メツシの部分と一・100メツシの部分とを

別にして弗酸浸繊法を行つ浸ところ，72時闇で

夫々91．87％C，97．38％C晶位のものが得られ

涜．

第4表弗酸浸出産物の晶位（％C）“

試料の種類
劇帽

6・

］2

24

36

48

60

72

　原錺量　（23％C）　　　　浮選紐精鑛　（56％C）

91言鎧ζ男1刎（譲望甥雛紛

艶：ll
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trP2．65

72，6S　岬

1？：窮

雛
　　　　v9き．20

93．18
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5．結 論

．以上の實験の結果を考察すれば次の檬な結論が得られる．

　　①’浮選或はトレント法の嫌な機械的魔理によって達せられる品位は85％Cが最高である．

　　　　81％C程度のものは適當な條件で淳選を行へば比較的容易に得られる．

　　②　浮選で十分品位をあげだ後に十分砕き弗酸虚理を行へば97％¢の純度のものを得ること

　　　　が車蝦る．

「付記］本研究は主として文部省自然科學研究費によって行つfeものである．（23．3．21＞


